
炭酸ガス

苗テラス

農林水産省 食料生産地域再生のための先端技術展開事業
（網羅型研究）

研究実施期間：平成2５～29年度

最先端技術による苗生産の高付加価値化、省力化の技術確立と

安全安心な苗生産の実証研究を行います。

最先端種苗産業確立のための野菜苗生産技術の実証研究

■研究代表機関：福島県農業総合センター
（一社）食品需給研究センター

■共同研究機関 （国）千葉大学
パナソニック（株）エコソリューションズ社
（国）茨城大学
（国）宇都宮大学
日本液炭（株）
ナラサキ産業（株）
片倉チッカリン（株）
（独）産業技術総合研究所
日本バイリーン（株）
（株）アステック東京
ベルグアース（株）

■普及・実用化支援組織
福島県農林水産部農業振興課



研究概要

津波、原子力災害の被災地である福島県浜通り地域は、震災以前から、県
内向け種苗供給産地であったことから、地域農業を最先端種苗産業として再
発展させることで、雇用対策や地域農業復興の後押しとなることが期待されて
います。そこで本プロジェクトでは、先端技術を導入して、高付加価値苗、省力
化苗、苗生産のリスクマネジメント確立のための実証研究を展開します。

研究目標

・苗生産の高度化、周年化、効率化による種苗供給産地の再生・復興
・放射性物質の影響を受けない野菜苗の生産による風評被害の払拭
・苗生産農家と栽培農家の分業体制に基づく効率的な営農体制の構築
・高付加価値野菜苗の安定供給による園芸産地の確立

研究内容

１．人工光育苗を用いた高品質野菜苗の実証研究
（千葉大学、パナソニック、福島県農業総合センター）

（１）可視光域ＬＥＤを用いた野菜苗の生育制御

・閉鎖系苗生産装置において、従来の蛍光灯か
ら生育に効果的な波長を組み合わせたＬＥＤを
導入し、苗の生育効率向上を目指す。また、消
費電力の削減効果も併せて実証する。

（２）紫外線ＬＥＤによるストレス耐性付与の実
証研究

・ほ場定植後の環境変化にも適応できる能力
（ストレス耐性）を備えた苗生産技術を開発す
る。



３．最適培地と養水分精密管理
（片倉チッカリン、福島県農業総合センター）

（１）添加資材活用による活着促進・生産の安定化
のための実証研究

・従来の育苗培土に根圏改良微生物資材や生
育を活性化させる資材等を添加することで、安
定生産に寄与する苗の育苗法を開発する。

・人工環境制御が可能な閉鎖系苗生産装置を活用
し、肥効調節型肥料をセル育苗培土に直接施用す
ることで、定植後の施肥の省力化が可能な土地利
用型野菜苗を開発する。

（２）施肥を省力化できる土地利用型野菜苗生産の
実証

慣行 セル内施肥

・育苗において、多くの労働時間を必要とし、苗質に
大きく影響する「かん水」について、省力化、苗質
の斉一化、水に起因した病害拡大リスクが回避で
きる方式を標準化する。

（３）均質な苗生産のための省力的な育苗管理技術
の実証研究

２．化学農薬に頼らない病害虫フリー化技術の実証研究
（宇都宮大学、茨城大学、パナソニック、ナラサキ産業、日本液炭、福島県農業総合センター）

（１）高濃度炭酸ガスによる害虫フリー苗の実証

・苗の生育悪化やウイルス病の伝搬の原因となる
苗の微小

害虫を高濃度炭酸ガス処理により防除する技術を
開発する。

（２）温湯熱ショック、紫外線照射による病害抵抗性
苗の実証

・植物の免疫システムの活性化により、病害抵抗性
を備えた苗を作ることで、苗生産時の過度な化学
合成殺菌剤の使用削減を目指す。



（３）放射性セシウムの移行低減を目的とした育苗環境の最適化に関する実証研究

（４）日常管理における放射性物質安全確認チェックシートの開発およびリスク管理情報を活用
した風評対策

（１）従前の状況と農業経営体の苗購入志向の把握

５．苗生産技術の経済性解明と苗生産経営体の経営モデルの構築
（福島県農業総合センター）

・（１）（２）（３）で確立されたモニタリング方法、除去方法、育苗環境の最適化を基に、放射性セシ
ウムの苗栽培に対する影響を管理・低減し、風評対策として安全性を担保するためのチェック
シートを開発する。

・生産環境、栽培施設からの放射性セシウムが苗に移行する影響を評価し、施設の最適化を
実証する。

・被災前後の状況、今後の営農意向等から対象地域で受け入れられる経営形態を検討する。
また、苗の需要（購入）側での購入苗の経営的位置付け等を明らかにする。

（２）実証技術導入による生産苗の経済性の評価

・実証試験担当農家経営体での野菜苗生産の原価計算等から、苗生産の経済性評価を行う。

（３）実証技術を導入した経営モデルの構築

・（１）で把握した対象地域での経営モデルの要件、（２）での生産苗の経済性等から、実証技術
を導入した経営モデルを策定する。
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１ 水中の放射性Csの現場迅速モニタリン
グ技術・除去システムに関する実証研究

２ 苗育苗における大気・土壌由来の放
射性Csのモニタリング／除去技術に関す
る実証研究

対象品種：
トマト/キュウリ

出荷

４ 日常管理におけるチェックシート

適切な生産環境の選定

３ 放射性セシウムの移行低減を目的とした育苗
環境の最適化に関する実証研究

育苗施設放射性物質リスクマネージメントイメージ

４．放射性物質のリスクマネジメント
（産業技術総合研究所、バイリーン、アステック東京、ベルグアース、福島県農業総合センター）

（１）水中放射性セシウムの現場迅速モ
ニタリング技術・除去システムに関す
る実証研究

・育苗に使用する水の放射性セシウム
をモニタリングする技術および除去す
る技術を実証する。

（２）育苗における大気・土壌由来の放
射性セシウムのモニタリング・除去技
術に関する実証研究

・栽培施設内外からの土壌・粉塵由来
の放射性セシウムの影響を評価し、
適切に管理する方法を実証する。



可視光LEDによる
苗の生育制御、高
機能苗の生産

緩効性肥料による
施肥省力苗の生
産

添加資材活用によ
る活着促進・生産
安定化苗

紫外線LEDによる
苗へのストレス耐
性付与

閉鎖系人工光苗生産システム
野菜苗生産経営体

放射性物質のリスクマネジメント

水中放射性セシ
ウムの現場迅速
モニタリング

大気・土壌由来放
射性セシウムのモ
ニタリング

水中の放射性セ
シウム除去装置
の活用

土粒子飛散低減フィ
ルターの栽培施設へ
の適合化

施設栽培における先端的苗生産

炭酸ガス処理
による害虫フ
リー化苗

苗への温湯熱ショッ
ク・紫外線照射処理
による病害抵抗性付
与

育苗管理労力軽減
となる灌水管理シス
テムの標準化

栽培農家へ

野菜苗の周年安定供給

苗生産の負担減

高品質な苗の供給による
生産力の向上

■担当・見学申し込み
福島県農業総合センター 企画経営部 企画技術科
〒９６３－０５３１ 福島県郡山市日和田町高倉字下中道１１６
Tel:０２４－９５８－１７００
E-mail：nougyou.jouhou@pref.fukushima.lg.jp

問合せ先

研究課題間の連携

■福島県南相馬市原町区萱浜

■福島県南相馬市鹿島区浮田

現地実証地




